
「第４回北海道高病原性鳥インフルエンザ対策本部会議」 次第

令和５年４月12日（水）9:00～

テレビ会議室

１ 開 会

２ 協議事項

（１）防疫措置の実施状況及び今後の対応について

（２）その他

３ 本部長からの指示事項

４ 閉 会
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千歳市Ｃ農場（採卵鶏） 防疫作業の進捗状況

■ 作業シフト・動員計画

○ ８時間の３交代制シフト(自衛隊は４時間の６交代シフト）

○ 常時道職員約120人＋自衛隊（4/9撤収済）＋関係機関・団体

（※道職員はＢ農場との合算）

① 殺処分作業 ５日間（確認作業のみ６日目）

② 埋却作業 ７日間

③ 鶏舎施設の清掃・消毒作業 ７日間

※②、③は確認作業のみ８日目予定

■ 防疫措置期間

① 殺処分作業

③ 清掃・消毒作業

② 埋却作業
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高病原性鳥インフルエンザの防疫対応について（千歳市）

通行制限

家きんの殺処分

埋却

汚染物品処理

消毒（１回目）

農場防疫措置完了

発生農場の防疫

○発生場所のバイオセキュリティの確保

○炭酸ガスを使用

○埋却、堆肥化、一定期間封じ込め等

○消毒薬噴霧、消石灰散布

制限区域を含めた防疫措置の終了

○約１週間ごとに２回消毒実施
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Ａ農場

４月５日
農場防疫措置完了

３月28日
殺処分開始
４月３日完了

３月28日
埋却開始

採卵鶏
約55.8万羽飼養
（国内82例目）
（道内３例目）

４月13日(消毒２回目)(予定)

４月21日(消毒３回目)(予定)

Ｂ農場

４月11日
農場防疫措置完了

４月３日
殺処分開始
４月８日完了

４月４日
埋却開始

採卵鶏
約39万羽飼養
（国内83例目）
（道内４例目）

４月19日(消毒２回目)(予定)

４月27日(消毒３回目)(予定)

Ｃ農場

４月14日
農場防疫措置完了(予定)

４月７日
殺処分開始
４月12日完了

４月９日
埋却開始

採卵鶏
約31万羽飼養
（国内84例目）
（道内５例目）

５月６日 防疫措置終了（予定）

４月22日(消毒２回目)(予定)

４月30日(消毒３回目)(予定)



高病原性鳥インフルエンザ防疫作業員に係る健康管理

１ 健康観察従業者数(延べ）

職 種 人数

医師（道）※ ４１

保健師 ７１

道 ３８

千歳市 ３３

薬剤師(道) ２８

事務職員(道) ２８

計 １６８

４月 1 2日 8時現在
石 狩 振 興 局
保 健 福 祉 部

（３月28日～4月11日）

２ 現地における面談、タミフル処
方人数(延べ）

※ 医師は、オンラインにより対応

※ 体調不良者の主な事例

・頭部挫創

・石灰・消毒薬が眼に入った

・防護服が破れた

・マスク・ゴーグルが外れた

・筋肉痛、腰痛

・頭痛、鼻汁

３ 作業終了後の健康観察期間
中に症状が出た人数(延べ）

検査結果等 人数

有症状者 ２４

陽性者 ８

季節性インフルエンザ １

新型コロナウイルス感染症 ７

人数

医師による対応 ９９

うちタミフル処方人数 ７７

体調不良者※ １６

※ 有症状者の主な症状

・発熱

・頭痛

・咽頭痛

・鼻汁
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